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グローバル視点で大阪の立ち位置を分析 データに基づく戦略的インサイト
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主な気付き ｜大阪の現在地と有望な訴求方向

※大阪府に訪問したい人に関するロジスティック回帰分析の結果により

※

高認知度

（フィリピン、タイ、ベトナム、
インドネシア）
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サマリー｜大阪の認知度・訪問可能性はいずれも上昇

大阪は他都市比較において、認知度・訪問可能性の両面で上昇傾向を示しており、国際都市としての存在感と来訪意向が着実に高まっている。
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ロジスティック回帰分析、決定木分析、そして大阪・東京の訪問パターン分析を統合し、「誰が大阪に行きたいのか」と「大阪はどのように選ばれているのか」を明ら
かにした。

大阪訪問意向の高い層と大阪・東京の選択パターン

• 特に欧米豪市場かアジア市場かが、その後の分岐に大きく関係
• 花や季節の景観への関心も重要な分岐要因
• アジア市場では、クルーズへの関心が高い層で大阪意向が特に高い
• 欧米豪市場では、野球観戦への関心が大阪意向と結びつく

大阪：「ポップカルチャーに関心があり → アジア市場 → クルーズに関心あり」の層で、大阪府への訪問意向が最も高い
東京：「花・季節の景観に関心があり → アジア市場 → IPグッズ購入に関心あり」の層で、東京都への訪問意向が最も高い
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コミック・アニメーション・ゲーム文
化が盛んな場所

ライブミュージックやポップコン
サートを楽しめる場所
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順位 都市 回答率

1 東京 34.2%

2 大阪 23.8%

3 香港 21.6%

4 ソウル 20.8%

5 上海 19.1%

6 ニューヨーク 19.1%

7 ロサンゼルス 17.5%

8 ロンドン 15.9%

9 シンガポール 15.8%

10 パリ 15.8%

11 シドニー 15.6%

12 台北 15.6%

13 ミラノ 15.1%

14 バルセロナ 13.9%

15 クアラルンプール 13.2%

16 バンコク 12.9%

17 イスタンブール 12.0%

18 ドバイ 12.0%

19 アムステルダム 11.5%

順位 都市 回答率

1 ニューヨーク 33.0%

2 ロンドン 31.5%

3 ロサンゼルス 28.4%

4 東京 27.1%

5 パリ 26.6%

6 シドニー 25.1%

7 ソウル 24.2%

8 ミラノ 23.4%

9 上海 22.4%

10 香港 21.7%

11 シンガポール 20.6%

12 大阪 20.4%

13 バルセロナ 20.0%

14 アムステルダム 19.3%

15 イスタンブール 17.6%

16 バンコク 16.5%

17 台北 15.8%

18 クアラルンプール 15.4%

19 ドバイ 15.0%

完全版レポートには、都市イメージや各都市で体験したいアクティビティについて、計60項目の都市別ランキングを掲載している。以下はその一例である。

サンプル ー 都市別のイメージランキング

以下の記述に該当する目的地を選んでください。各項目について、関連する都市を複数選択しても構いません。

前回（2025年）：2位 → 今回：2位 前回（2024年）：15位 → 今回：12位

高級ブランドやラグジュアリーな
ショッピングが充実している場所

順位 都市 回答率

1 パリ 38.2%

2 ニューヨーク 35.6%

3 ロンドン 33.7%

4 ミラノ 33.5%

5 東京 32.6%

6 ドバイ 30.6%

7 ロサンゼルス 27.4%

8 シンガポール 27.2%

9 上海 27.0%

10 香港 26.3%

11 シドニー 25.4%

12 ソウル 23.7%

13 大阪 22.4%

14 バルセロナ 21.1%

15 バンコク 18.3%

16 アムステルダム 18.3%

17 クアラルンプール 18.0%

18 イスタンブール 17.6%

19 台北 16.3%

前回（2025年）：14位 → 今回：13位
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調査対象19都市の中で、大阪は認知・イメージ・アクティビティの多くで順位改善がみられた。旅行者の情報収集行動では大きな変化も生じている。

2025年から2026年にかけての主な変化

➤ 万博後の2026年調査では、大阪の認知度が引き続き上昇し、複数のイメージ・アクティビティ項目でも順位改善がみられるなど、大阪の強みは着実に広がっている。

 ➤ AIによる旅行情報収集が急拡大しており、AEOを含め、旅行者が「どのように情報を探すか」の変化を捉えた情報発信が今後より重要となる。

DON’T NEED
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調査データを観光施策に生かす
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今後の展開

グローバル市場調査 完全版をWEBで公開中
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